
平
和
・
憲
法
と
教
育

平
和
・
憲
法
か
ら
原
発
・
オ
ス
プ
レ
イ
問
題
へ

簑

口

一

哲

は
じ
め
に

今
年
の
日
本
は
東
日
本
大
震
災
の
影
響
も
あ
り
、
「
不
安
定
な
ま
ま
の

民
主
党
政
権
」
「
好
転
し
な
い
日
本
経
済
」
。
「
尖
閣
諸
島
と
竹
島
問
題
」

に
代
表
さ
れ
る
周
辺
諸
国
と
の
軋
轢
。
米
軍
基
地
再
編
問
題
に
関
わ
り
浮

上
し
た
「
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
問
題
」
。
そ
し
て
戦
後
六
七
年
を
迎
え
、
時

間
と
と
も
に
「
風
化
し
て
い
く
戦
争
体
験
」。
静
ま
っ
た
ま
ま
の
、「
憲
法

論
議
」
と
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。

今
年
も
、
今
一
度
「
憲
法
と
平
和
の
意
義
」
を
考
え
て
い
く
分
科
会
と

な
っ
た
。
昨
年
同
様
の
、(

一)

教
育
現
場
、
地
域
と
協
力
し
て
ど
の
よ

う
な
実
践
を
つ
く
っ
て
い
け
る
の
か
。(

二)

戦
争
の
真
実
を
学
び
、
真

理
と
平
和
を
希
求
す
る
人
間
を
育
成
す
る
実
践
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
と

い
う
柱
を
立
て
、
実
践
発
表
と
論
議
を
繰
り
広
げ
た
。

こ
の
「
平
和
・
憲
法
」
分
散
会
は
、
久
し
く
参
加
者
が
少
な
く
停
滞

気
味
で
あ
っ
た
が
、
昨
年
レ
ポ
ー
ト
数
七
本
、
参
加
者
は
十
五
名
と
な
り

復
活
の
き
ざ
し
が
見
え
始
め
た
。
今
年
は
、
六
本
の
レ
ポ
ー
ト
報
告
が
行

わ
れ
た
。

今
回
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
憲
法
教
育
に
関
わ
る
も
の
が
一
本
、

平
和
学
習
に
関
わ
る
も
の
が
二
本
、
原
発
問
題
に
関
わ
る
も
の
が
一
本
、

沖
縄
基
地
問
題
に
関
わ
る
も
の
が
一
本
、
総
合
的
な
も
の
が
一
本
、
計
六

本
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
議
論
の
概
要
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

一

「
憲
法
」
教
育
へ
の
取
り
組
み

余
市
紅
志
高
校
の
国
語
科
教
諭
斉
藤
圭
二(

敬
称
略)

、
「
憲
法
学
習
を

身
近
な
者
に

小
説
『
憲
法
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と

そ
の
女
子
高
生
の

日
々
が
輝
き
だ
し
た
訳
』
を
活
用
し
た
現
代
文
授
業
実
践
」
と
題
し
た
憲

法
教
育
の
実
践
を
報
告
し
た
。
市
販
さ
れ
て
い
る
弁
護
士
の
伊
藤
真
の
著

書
、
小
説
『
憲
法
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と

そ
の
女
子
高
生
の
日
々
が
輝

き
だ
し
た
訳
』
の
全
文
を
授
業
の
中
で
読
み
切
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

手
法
は
、
授
業
の
中
で
生
徒
と
一
緒
に
音
読
し
、
最
後
に
感
想
文
を
書
く

と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
あ
る
。

斉
藤
は
「
こ
れ
ま
で
、
命
、
平
和
、
人
権
と
尊
さ
を
学
ん
で
き
た
。

見
学
旅
行
で
の
平
和
学
習
も
実
践
し
て
き
た
。
今
回
は
憲
法
人
権
学
習
を

身
近
な
も
の
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
始
め
た
」
と
、
そ
の
思
い
を
述

べ
た
。
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授
業
実
践
の
教
材
と
な
っ
た
の
は
小
説
「
憲
法
が
教
え
て
く
れ
た
こ

と

そ
の
女
子
高
生
の
日
々
が
輝
き
だ
し
た
理
由
」

は
身
近
な
問
題
を
取
り
上
げ
、
実
際
に
高
校
生
が
登
場
す
る
内
容
に

構
成
さ
れ
て
い
る
。
内
容
も
、
自
由
権
・
社
会
権
・
生
存
権
・
人
身
の
自

由
と
冤
罪
・
地
方
自
治
・
民
主
主
義
と
立
憲
主
義
の
単
元
に
分
か
れ
、
全

体
で
一
七
〇
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
こ
れ
を
一
四
時
間
か
け
、
断
言
ご
と
に
生

徒
は
感
想
文
を
書
い
て
い
く
。
そ
し
て
最
終
の
感
想
文
に
つ
な
げ
て
い
っ

た
と
い
う
。

音
読
で
進
む
授
業
は
、
当
初
ほ
と
ん
ど
声
が
出
な
か
っ
た
生
徒
も
、

月
日
が
経
つ
に
つ
れ
て
声
が
大
き
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
。
生
徒
は
こ
の

学
習
を
通
じ
て
憲
法
は
人
を
「
縛
る
」
も
の
で
は
な
く
、
我
々
を
守
っ
て

く
れ
る
も
の
と
気
づ
い
て
い
く
。
「
生
徒
は
光
を
放
つ
も
の
に
気
づ
き
、

そ
れ
に
向
か
っ
て
生
徒
は
伸
び
て
い
く
も
の
」
と
、
斉
藤
は
気
づ
い
て
い

く
。
取
り
組
み
の
の
ち
に
、
斉
藤
は
著
者
に
感
想
文
を
送
っ
て
い
る
。
大

変
優
れ
た
教
材
と
し
て
広
め
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
斉
藤
は
言
う
。

二

「
平
和
学
習
」
に
関
わ
る
取
り
組
み

奈
井
江
商
業
高
等
学
校
地
歴
公
民
科
野
上
鉄
哉(

敬
称
略)

は
、「
ヒ
ロ

シ
マ

ナ
ガ
サ
キ

ビ
キ
ニ
の
授
業
」と
題
し
た
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
た
。

こ
れ
は
見
学
旅
行
で
の
「
平
和
学
習
」
の
実
践
を
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
野
上
は
二
〇
〇
八
年
度
入
学
生
に
は
担
任
と
し
て
、
二
〇
一
〇
年
度

入
学
生
と
二
〇
一
二
年
度
入
学
生
に
は
教
科
担
任
と
し
て
、
「
広
島
・
神

戸
・
大
阪
・
東
京
」
へ
の
見
学
旅
行
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
特
徴
な
の

は
丁
寧
で
緻
密
な
「
事
前
学
習
」
に
あ
る
。

ド
ラ
マ
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
や
映
画
「
ヒ
ロ
シ
マ
ナ
ガ
サ
キ
」(

監
督

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
オ
カ
ザ
キ)

を
視
聴
し
、
音
楽
「inori

祈
り
」(

ク
ミ
コ)

を
活
用
し
て
い
く
が
、
ヒ
ロ
シ
マ
を
原
点
と
す
る
戦
争
は
も
ち
ろ
ん
、「
核

兵
器
」
の
問
題
か
ら
第
五
福
竜
丸
事
件(

実
際
に
第
五
福
竜
丸
記
念
館
を

訪
問)

へ
と
繋
げ
て
い
く
。

こ
の
「
核
兵
器
と
核
戦
争
」
に
関
し
て
は
、「
世
界
終
末
時
計
」
や
「
ゴ

ジ
ラ
」
を
切
り
口
に
し
て
導
入
に
入
っ
て
い
く
手
法
は
見
事
で
あ
る
。
第

五
福
竜
丸
事
件
に
つ
い
て
は
、「
マ
グ
ロ
塚
」
や
「
久
保
山
愛
吉
記
念
碑
」

な
ど
も
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
元
と
繋
げ
る
工
夫
と
し
て
、
奈
井
江

町
に
あ
る
「
厳
島
神
社
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

今
年
度
の
見
学
旅
行
は
「
ヒ
ロ
シ
マ
」
を
訪
問
せ
ず
、「
第
五
福
竜
丸
」

と
「
東
京
大
空
襲
」
へ
の
取
り
組
み
が
中
心
と
な
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て

の
来
年
時
の
報
告
が
楽
し
み
で
あ
る
。

帯
広
農
業
高
等
学
校
地
歴
公
民
科
の
蓑
口
一
哲
は
、
長
期
に
わ
た
り

見
学
旅
行
に
か
か
わ
る
「
平
和
学
習
を
」
継
続
し
て
き
た
。
「
人
間
と
は

な
ん
だ
、
平
和
と
は
な
ん
だ
」
と
い
う
問
題
を
生
徒
た
ち
に
突
き
つ
け
て

き
た
が
、「
あ
ま
り
欲
張
ら
ず
」、
い
つ
か
子
ど
も
の
心
か
ら
芽
が
出
れ
ば
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よ
い
と
い
う
「
種
ま
き
作
業
」
と
と
ら
え
て
い
る
。

蓑
口
は
同
時
に
こ
れ
ま
で
、
地
元
の
戦
争
体
験
者
を
通
じ
そ
の
体
験

を
「
追
体
験
」
す
る
形
で
、
太
平
洋
地
域
や
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
あ
る
そ
の

「
現
地
」
な
ど
を
訪
問
し
て
き
た
。
そ
の
ル
ポ
内
容
を
学
校
現
場
や
地
域

で
「
発
信
」
し
、
「
戦
争
」
の
「
悲
惨
さ
・
無
意
味
さ
」
を
伝
え
る
活
動

を
し
て
き
た
。
し
か
し
近
年
戦
争
体
験
者
の
高
齢
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ

の
活
動
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
近
年
焦
点
を
当
て
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、「
民
族
紛
争
」「
内

戦
」
な
ど
の
現
在
世
界
で
進
行
し
て
い
る
問
題
で
あ
る
。
昨
年
二
〇
一
一

年
夏
中
国
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
を
訪
問
し
、
ウ
イ
グ
ル
族
の
民
族
問
題

に
直
面
し
た
。
二
〇
一
二
年
一
月
は
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
・

ラ
オ
ス
・
ベ
ト
ナ
ム
を
周
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
内
戦
や
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
・

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
日
本
軍
の
食
糧
調
達
二
〇
〇
万
人
餓
死
に
関
わ
る
ル

ポ
を
実
施
し
た
。
二
〇
一
二
年
八
月
は
、
中
央
ア
ジ
ア
四
カ
国
を
周
り
、

主
に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
・
キ
ル
ギ
ス
の
民
族
問
題
な
ど
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
た
。

学
校
現
場
で
の
「
授
業
」
だ
け
で
な
く
、
「
報
告
会
」
「
地
元
紙
」
「
ウ

ェ
ッ
ブ
サ
イ
ト
」
な
ど
で
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
世
界
の
現
実
や
「
平
和

の
尊
さ
」
を
改
め
て
知
っ
て
も
ら
う
活
動
を
続
け
て
い
る
。

蓑
口
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
「
発
信
す
る
こ
と
。
発
信
し
つ
づ
け
る
こ

と
」
と
、
考
え
て
い
る
。
戦
争
体
験
者
の
高
齢
化
に
よ
る
減
少
と
現
在
は

静
ま
っ
て
い
る
「
憲
法
論
議
」
の
た
め
、
今
年
は
脚
光
を
浴
び
る
機
会
は

多
く
な
い
。

し
か
し
こ
の
秋
、
石
原
東
京
都
知
事
が
知
事
辞
職
後
新
党
結
成
を
表
明

し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
中
国
韓
国
の
近
隣
諸
国
は
、
「
極
右
政
党
が

誕
生
し
平
和
憲
法
へ
挑
戦
す
る
こ
と
は
必
至
」
と
、
と
ら
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
動
き
が
起
こ
れ
ば
、
来
年
は
私
た
ち
の
「
有
り
難
く
は
な

い
」
活
動
の
出
番
と
な
る
。
ま
た
こ
れ
と
同
時
に
自
民
党
の
新
総
裁
に
か

つ
て
「
美
し
い
日
本
」
づ
く
り
を
進
め
た
安
倍
晋
三
が
返
り
咲
き
、
石
原

新
党
と
連
携
し
て
「
憲
法
改
正
」
を
声
高
に
あ
お
れ
ば
、
尖
閣
諸
島
・
竹

島
問
題
で
大
き
く
こ
じ
れ
た
日
中
・
日
韓
の
関
係
に
、
更
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
危
惧
し
て
い
る
。

三

「
原
発
」
問
題
に
か
か
わ
る
取
り
組
み

現
在
高
退
協
の
高
橋
直
巳(

敬
称
略)

、
昨
年
在
職
し
て
い
た
小
樽

商
業
高
等
学
校
定
時
制
で
の
取
り
組
み
を
「
原
発
を
授
業
で
取
り
上
げ
て
」

と
い
う
名
の
レ
ポ
ー
ト
で
報
告
し
た
。
体
育
科
教
員
だ
っ
た
高
橋
は
、
退

職
直
前
に
一
発
奮
起

保
健
の
授
業
で
、
現
在
国
内
最
大
の
問
題
と
な

っ
て
い
る
「
原
発
」
問
題
を
取
り
上
げ
た
。

「
環
境
と
健
康
」
と
い
う
単
元
の
中
で
五
時
間
を
使
用
し
、
授
業
実
践
を

展
開
し
た
。
高
橋
自
身
、
東
北
被
災
地
で
「
復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
経

験
し
て
い
る
。
宮
城
県
石
巻
で
は
墓
地
の
泥
の
排
泄
、
岩
手
県
大
槌
町
で
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は
牡
蠣
の
養
殖
の
た
め
の
漁
協
で
の
作
業
に
参
加
し
て
き
た
。
そ
の
経
験

は
、
こ
の
授
業
実
践
に
大
き
な
説
得
力
を
持
た
せ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

授
業
は
、
一
時
間
目
は
「
原
発
の
仕
組
み
」
つ
い
て
。
二
時
間
目
は
「
日

本
の
原
発
」
に
つ
い
て
展
開
し
て
い
く
。
こ
こ
で
は
、
日
本
地
図
に
原
発

の
位
置
を
マ
ー
ク
し
て
み
る
。
生
徒
の
反
応
は
、
「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん

あ
る
ん
だ
」
「
小
樽
の
近
く
の
泊
村
に
も
あ
る
ん
だ
」
な
ど
で
あ
る
。
何

の
た
め
に
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
に
行
き
当
た
る
。
当
初
は
、
「
工
業
の

発
展
の
た
め
」「
戦
争
の
た
め
」「
コ
ス
ト
が
安
い
た
め
」
で
あ
る
が
、「
大

企
業
に
魅
力
的
な
仕
事
」
な
ど
と
進
ん
で
い
く
。
三
時
間
目
は
、
「
日
本

は
地
震
大
国
な
の
」
。
生
徒
は
「
日
本
は
こ
ん
な
に
地
震
地
帯
な
の
に
、

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
原
発
が
あ
る
」
こ
と
に
気
が
つ
き
、
「
な
ぜ
」
と

い
う
疑
問
に
行
き
当
た
る
。
「
戦
争
の
た
め
か?
」
「
海
が
あ
り
冷
却
し
や

す
い
か
ら?

」
と
い
う
論
議
が
展
開
し
て
い
く
。

四
時
間
目
と
五
時
間
目
は
、
い
よ
い
よ
本
題
の
「
放
射
能
汚
染
と
放

射
線
障
害
に
つ
い
て
」
の
授
業
と
な
る
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
か
ら
福
島
の

事
故
な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

八
八
年
一
二
月
、
泊
原
発
に
か
か
わ
る
直
接
請
求
に
よ
る
条
例
案
が

簡
単
に
道
議
会
で
却
下
さ
れ
た
。
高
橋
は
、
こ
れ
に
か
か
わ
る
「
九
〇
万

人
署
名
」
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。「
こ
ん
な
に
も
簡
単
に
否
決
さ
れ
る
」

の
か
と
、
落
胆
し
た
と
い
う
。

高
橋
は
、
今
回
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
「
生
徒
に
美
味
し
そ
う
な

え
さ
を
撒
い
て
、
授
業
に
誘
導
し
て
い
る
感
じ
」
と
謙
遜
し
、
更
に
「
細

々
で
も
以
前
か
ら
や
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
今
後
悔
し
て
い
る
」
と
感

想
を
述
べ
て
い
る
が
、
生
徒
た
ち
の
感
想
文
を
拝
見
す
る
と
、
感
動
が
あ

り
心
に
残
る
授
業
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
充
分
に
伺
え
た
。

四

「
オ
キ
ナ
ワ
」
と
「
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
」
問
題
へ
の
取
り
組
み

中
富
良
野
町
立
本
幸
小
学
校
太
田
和
真(

敬
称
略)

は
、
今
年
大
き
な

問
題
に
発
展
し
た
、
沖
縄
へ
の
「
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
」
問
題
を
取
り
上
げ

た
。
今
年
も
沖
縄
は
、
揺
れ
て
い
た
。
普
天
間
基
地
問
題
か
ら
こ
の
オ
ス

プ
レ
イ
問
題
、
そ
し
て
近
日
の
連
続
し
て
発
生
し
た
米
兵
の
県
民
へ
の
暴

力
事
件
で
あ
る
。

太
田
は
ま
ず
、
「
自
分
は
ど
こ
に
立
つ
の
か
、
ど
の
位
置
に
立
つ
の
か

を
し
っ
か
り
示
し
て
行
か
な
け
れ
ば
ら
な
い
」
と
述
べ
た
あ
と
、
二
〇
一

二
年
九
月
九
日
沖
縄
県
宜
野
湾
市
で
開
催
さ
れ
た
「
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
に

反
対
す
る
沖
縄
県
民
大
会
」
に
参
加
し
た
内
容
を
報
告
し
た
。
こ
の
県
民

大
会
に
は
、
約
一
〇
万
人
が
参
加
し
て
い
る
。
会
場
ま
で
は
、
各
自
治
体

が
バ
ス
を
準
備
し
、
復
路
は
有
料
だ
が
往
路
は
無
料
と
い
う
。
県
内
の
バ

ス
会
社
が
、
バ
ス
を
県
民
に
提
供
し
た
形
と
い
う
。

太
田
は
こ
の
県
民
大
会
に
対
し
て
、「
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
」
を

ど
う
考
え
る
か
「
故
郷
を
子
ど
も
た
ち
に
ど
う
伝
え
る
か
」
と
い
う
、
こ

れ
ま
で
の
彼
自
身
の
テ
ー
マ
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
い
る
。

大
会
前
日
、
太
田
は
現
地
沖
縄
県
民
と
の
交
流
会
と
学
習
会
に
参
加
し
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て
い
る
。
そ
こ
で
知
っ
た
こ
と
は
、
戦
後
沖
縄
で
起
こ
っ
た
米
軍
機
墜
落

事
故
の
実
態
で
あ
る
。
戦
後
五
〇
〇
件
以
上
の
米
軍
機
事
故
が
あ
り
、
も

っ
と
も
大
き
な
も
の
は
五
九
年
に
発
生
し
た
「
宮
森
小
学
校
墜
落
事
故
」

で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
こ
れ
は
一
八
名
の
死
者
と
二
〇
〇
名
を
超
え
る
負

傷
者
を
出
し
た
、
大
惨
事
で
あ
る
。
ま
た
、
普
天
間
基
地
が
地
元
宜
野
湾

市
に
も
た
ら
す
影
響
に
つ
い
て
も
学
ん
だ
が
、
も
っ
と
も
印
象
的
だ
っ
た

の
は
「
九
五
年
少
女
暴
行
事
件
に
抗
議
す
る
県
民
集
会
を
経
て
、
沖
縄
の

平
和
教
育
が
変
化
し
て
い
っ
た
」
と
言
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の

「
平
和
教
育
」
は
沖
縄
戦
な
ど
の
戦
時
中
の
体
験
が
中
心
だ
っ
た
も
の
が
、

こ
れ
を
機
に
「
米
軍
基
地
問
題
」
へ
と
比
重
が
移
っ
て
い
っ
た
こ
と
だ
と

い
う
。

快
晴
の
大
会
当
日
は
、
数
多
く
の
大
集
会
を
経
験
し
て
い
る
た
め
か

混
乱
も
な
く
人
々
が
集
合
で
き
た
が
、
欠
席
し
た
仲
井
真
知
事
に
た
い
し

て
は
、
大
き
な
ブ
ー
イ
ン
グ
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
大
会
に
参
加
し
、
沖
縄

県
民
の
多
く
が
「
米
軍
基
地
は
し
か
た
な
い
と
し
て
も
、
こ
れ
以
上
の
負

担
は
許
せ
な
い
」
と
い
う
立
場
に
い
る
事
が
よ
く
分
か
っ
た
と
い
う
。

地
元
北
海
道
に
帰
っ
た
太
田
は
、
「
戦
争
の
悲
惨
さ
だ
け
を
伝
え
る
平

和
教
育
だ
け
で
は
、
今
の
日
本
の
平
和
を
考
え
る
に
は
足
り
な
い
。
ま
た

オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
に
よ
っ
て
具
体
的
に
命
が
脅
か
さ
れ
る
沖
縄
と
違

い
、北
海
道
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
時
間
的
・
距
離
的
に
遠
い
事
実
と
、

自
分
た
ち
の
今
の
暮
ら
し
や
近
い
将
来
の
あ
り
方
の
よ
う
な
目
の
前
の
生

活
と
の
間
に
は
、
大
き
な
隙
間
が
あ
る
。
そ
れ
を
埋
め
て
い
く
平
和
学
習

が
、
米
軍
や
自
衛
隊
に
対
す
る
賛
否
に
関
わ
ら
ず
、
必
要
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」
と
結
ん
だ
。

こ
の
太
田
報
告
に
関
連
し
た
内
容
と
し
て
、
北
海
道
平
和
委
員
会
の

坂
森
浩(

敬
称
略)

か
ら
報
告
が
寄
せ
ら
れ
た
。

オ
ス
プ
レ
イ
問
題
や
連
続
し
た
米
兵
事
件
に
よ
り
、
日
米
地
位
協
定

の
更
な
る
見
直
し
が
現
在
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
日
本
に
も
海
兵
隊
を

作
ろ
う
と
い
う
動
き
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
現
在
地

域
で
の
平
和
運
動
は
ど
う
な
っ
て
い
る
な
ど
の
論
議
が
展
開
さ
れ
た
。

最
後
に
高
退
協
の
菊
池
俊
造(

敬
称
略)

が
、
「
平
和
・
憲
法
の
現
在
」

と
題
し
た
、
レ
ポ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
た
。
実
践
報
告
で
は
な
い
が
、
現
在

の
「
平
和
と
憲
法
」
の
問
題
を
う
ま
く
総
ま
と
め
に
し
た
も
の
で
あ
り
、

今
回
の
分
科
会
を
締
め
く
く
る
に
相
応
し
い
内
容
で
あ
っ
た
。

菊
池
が
今
年
気
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
「
復
興
予
算
の
流
用
問
題
」

「
福
島
の
子
ど
も
た
ち
の
甲
状
腺
異
常
」「
原
発
の
再
稼
働
・
新
増
設
」、

そ
し
て
「
オ
ス
プ
レ
イ
の
沖
縄
配
備
」
で
あ
っ
た
。

菊
池
は
、
「
平
和
を
語
り
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
世
界
を
つ
く
る
た
め
の

教
育
実
践
は
、
過
去
の
戦
争
体
験
を
今
に
伝
え
る
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。

原
発
と
オ
ス
プ
レ
イ
を
巡
る
現
実
の
動
き
に
、
平
和
と
憲
法
の
現
在
が
凝

縮
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
見
つ
け
出
し
、
掘
り
出
し
、
そ
の
意
味
す
る
こ

と
を
伝
え
て
い
く
こ
と
も
ま
た
困
難
で
あ
る
が
、
私
た
ち
の
大
切
な
仕
事
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で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
た
。
ま
さ
に
こ
の
分
科
会
の
総
ま
と
め
に
相
応
し

い
も
の
で
あ
っ
た
。

五

「
平
和
と
憲
法
の
分
科
会
」
と
し
て
の
ま
と

め

「
戦
争
体
験
」
は
年
月
ご
と
に
確
実
に
風
化
し
て
い
く
。
し
か
し
こ

れ
ら
は
、
細
々
で
も
発
信
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
戦
争
体
験

者
も
減
っ
て
い
く
。
沖
縄
で
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
が
、
次
の
若
い
世

代
が
語
り
部
に
な
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
見
学
旅
行
で
の
平

和
学
習
は
、
「
心
の
へ
の
種
ま
き
作
業
」
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
現
在
で

も
多
く
の
学
校
が
実
践
を
続
け
て
い
る
こ
と
に
、
私
た
ち
は
少
し
だ
け
胸

を
な
で
下
ろ
し
た
。

「
憲
法
」
に
関
し
て
は
、
来
年
必
ず
石
原
新
党
と
安
倍
晋
三
の
自
民

党
が
「
平
和
憲
法
」
へ
挑
戦
し
て
く
る
と
予
想
で
き
る
。
「
原
発
問
題
」

も
、
長
期
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
て
あ
ろ
う
。
確
か

に
原
発
と
オ
ス
プ
レ
イ
問
題
に
平
和
と
憲
法
の
現
在
が
示
さ
れ
て
い
る
。

オ
キ
ナ
ワ
が
再
度
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
県
民
の
「
沖
縄

だ
け
が
変
わ
ら
な
い
。
沖
縄
は
差
別
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
発
言
を
多
く

耳
に
す
る
。
こ
れ
ら
沖
縄
の
諸
問
題
も
、
学
び
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
沖
縄
と
私
た
ち
の
北
海
道
を
ど
う
結
び
つ
け
て
い
く
か
も
、
私

た
ち
の
課
題
で
あ
る
。
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